
　　　　

2014 年 11 月 1 日

平日 8 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
パンダキッズに関わる子どもたちが中心に輝かしい未来を創造します。子どもたち一人ひとりの個性を尊重し、最善の利益を大切にします。
福祉で「最高の笑顔」を届けます。地域、社会から必要とされる組織を目指します。

事業所名 パンダキッズ兵庫 作成日支援プログラム

感覚統合を促すための道具（ボール、ブランコなど）を活用します。
こだわり行動の原因を理解し、個々の状況に合わせた支援を行う。無理強いせず、根気強く支援します。

支援のポイントとして、小さな目標を達成できるように、ステップを細かく設定します。
絵カードや簡単な言葉を用いて、日常的なやり取りを行います。
遊びの中で、相手の目を見て言葉かけをする練習を取り入れお子様の興味のあるテーマを選び、言葉かけを行う。焦らず、ゆっくりと進めます。

支援のポイントしてお子様の特性や興味に合わせて、プログラムをカスタマイズします。
ペア活動やグループ活動を通して、他のお子様との交流の機会を増やします。遊びの中で、順番を待つ、物を共有するなどの社会性を育みます。
お子様のペースに合わせて、無理なく関わりを持たせます。他の子供とのトラブルが発生した場合には、適切な声かけを行います。

支援方針
療育を通じて子どもたちと共に成長するいつも「最高の笑顔」で取り組みます。すべての事に「感謝の念」を持ち取り組みます。社会の役に立つことを第一に考え取り組みます。自分が源
という姿勢を忘れず取り組みます。
自ら学び子どもたちと成長する療育に取り組みます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等 ・避難訓練（事業継続計画（BCP））に基づき実施しています。また安全計画に基づき定期的に研修、実践を行っています。

（別添資料１）

家族支援
毎日の送迎で保育士が添乗し日々の活動でのお子様の様子や新たに出来るように
なった事の報告を欠かさず行います。また参観日を設けてお子様の事業所での活
動の様子を見る機会を設けています。

移行支援
・必要に応じて、幼稚園やこども園とで合同連絡会を持ち移行後の変化を
情報交換しています。

地域支援・地域連携
・ご利用者の移行支援により通うようになった認定こども園や幼稚園との情報交
換等での連携を持っています。

職員の質の向上
・同法人の児童発達支援事業４事業所が定期的連絡会を開催し各事業所の
取り組みを紹介してもらい新しい支援方法や個別支援計画書作成の為の情
報交換をしています。

支　援　内　容

視覚的なスケジュール表を用いて、一日の流れを視覚的に提示します。食事の時間や睡眠時間を固定し、同じ時間に食事や寝具の準備を行います。
体調の変化に注意し、無理のない範囲で生活リズムを整えます。

ボール遊びや跳び箱など、全身を使う遊びを取り入れます。
お子様の体力に合わせて、無理のない運動量にします。安全に配慮し、周囲の環境を整えます。
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